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人
が
来
る
ま
ち
・
人
が
住
む
ま
ち

夢
と
希
望
を
持
て
る

市
民
が
主
役
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
の
素
晴
し
い
地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
安
全
に
生
活
す
る
中
で
、
大
き
な
「
夢
」
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
働
く
世
代
が
「
活
力
」
に
満
ち
、
高
齢
者

の
方
々
が
「
安
心
・
快
適
」
に
過
ご
せ
る
、「
夢
と
希
望
の

持
て
る
ま
ち　

に
ら
さ
き
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
元
気
で

活
力
の
あ
る
ま
ち
」を
目
指
す『
魅
力
・
再
構
築
プ
ラ
ン
』、「
安

心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指
す
『
安
心
都
市
プ

ラ
ン
』、「
安
全
で
夢
の
あ
る
ま
ち
」
を
目
指
す
『
教
育
都
市

プ
ラ
ン
』
の
三
つ
の
政
策
目
標
を
柱
と
し
た
、
平
成
19
年
度

の
当
初
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
三
月
定
例
市
議
会
で
の
市
長
所
信
表
明
（
抜
粋
・

要
旨
）
と
あ
わ
せ
て
、
予
算
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

平
成
19
年
度
当
初
予
算
を
編
成
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資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

　

本
市
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

の
中
で
、
自
然
と
調
和
し
た
営
み

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
環
境
を
次
の
世
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、
環

境
の
保
全
と
資
源
の
有
効
利
用
を

図
り
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
設
置
費
、
生
ご

み
処
理
機
購
入
費
等
の
補
助
を
継

続
し
、
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
を
図
る
な
ど
、
資
源

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

住
み
良
い
快
適
な
都
市
の
実
現

　

下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
竜

岡
町
越
道
地
区
、
御
勅
使
ス
カ
イ

タ
ウ
ン
地
区
、
サ
ン
ス
テ
ー
ジ
地

区
、
坂
の
上
地
区
の
一
部
な
ら
び

に
大
草
町
羽
根
地
区
の
一
部
を
整

備
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は
、

多
額
な
費
用
と
長
い
期
間
を
要
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
県
の
流
域
下

水
道
計
画
の
見
直
し
と
あ
わ
せ
、

道
路
整
備

　

市
民
の
日
常
生
活
に
必
要
な
道

路
の
改
良
や
舗
装
に
つ
き
ま
し
て

は
、
優
先
順
位
を
定
め
、
き
め
細

か
い
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
青
坂
ル
ー
プ
、
穂
坂
橋

周
辺
、
石
宮
地
区
の
県
道
改
良
工

事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

早
期
完
成
を
県
に
強
く
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

安
全
な
地
域
社
会
の
実
現

　

地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
た
め
、

「
韮
崎
市
国
民
保
護
計
画
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
武
力
攻
撃
等
か

ら
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
市
民
の
避
難
・
救
援
、

災
害
へ
の
対
処
な
ど
、
そ
の
具
体

的
な
内
容
を
定
め
た
も
の
で
す
。

今
後
、
関
係
機
関
と
連
携
す
る
中

で
、
万
全
の
体
制
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
時
の
堤
防
の
決
壊

等
に
よ
る
浸
水
情
報
や
、
土
砂
災

害
時
の
避
難
方
法
等
の
情
報
を
、

わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
た
め
、

「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ッ
プ
に
よ

り
、
洪
水
・
土
砂
災
害
等
を
あ
ら

か
じ
め
想
定
し
、
安
全
誘
導
な
ど
、

水
防
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

「
美
し
い
自
然
と
共
生
す
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」

市
内
の
下
水
道
計
画
に
つ
き
ま
し

て
も
、
事
業
の
効
率
的
な
執
行
と

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
望
す
る

中
で
、
全
体
計
画
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　

ま
た
上
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

武
田
橋
に
送
水
管
添
架
工
事
を
実

施
し
、
甘
利
地
区
の
水
道
水
の
安

定
供
給
を
図
り
ま
す
。

公
園
の
整
備

　

穴
山
さ
く
ら
公
園
に
つ
き
ま
し

て
は
、
南
側
通
路
の
舗
装
や
法
面

の
整
備
の
実
施
に
よ
り
、
全
て
の

整
備
が
完
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
建
設
中
の
甘
利
沢

川
公
園
が
完
成
し
ま
す
の
で
、
今

後
、
市
立
公
園
と
し
て
設
置
し
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
す
る
と
と
も

に
、
さ
く
ら
の
名
所
と
な
る
よ
う

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

自然を活かす環境共生社会の実現
観光施設管理事業 580 万 2 千円

環境教育事業 68 万 3 千円

公害対策事業 190 万 5 千円

廃棄物処理対策事業 6,480 万 7 千円

資源リサイクル推進事業 1,666 万 9 千円

峡北広域行政事務組合
（ごみ処理）負担金 5 億 1,033 万 5 千円

住みよい快適な都市の実現
市立公園等管理事業 4,745 万 4 千円

穴山さくら公園整備事業 2,411 万 7 千円

上水道施設等整備事業 4 億 7,783 万円

塩川ダム受水費
（峡北広域水道企業団） 3 億 2,197 万 8 千円

公共下水道整備事業 9 億 2,002 万 8 千円

汚水処理施設整備事業 1,760 万 6 千円

市民駐車場管理事業 492 万円

木造住宅耐震診断事業 90 万円

木造住宅耐震改修事業 240 万円

市営若尾住宅建設事業 4,405 万 1 千円

快適な生活を支える都市基盤の整備
道路橋梁維持事業 4,331 万 3 千円

市単独道路整備事業 1 億 3,494 万 7 千円

市民バス委託運行事業 4,033 万 3 千円

赤字バス路線維持対策事業 1,294 万 2 千円

安全な地域社会の実現
河川・水路整備事業 3,024 万 8 千円

県営急傾斜地崩壊対策事業 500 万円

小規模治山事業 903 万 2 千円

災害対策事業 1,377 万 9 千円

穴山さくら公園
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地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

農
業
の
展
開

　

集
落
営
農
集
団
の
育
成
に

向
け
て
、
経
営
改
善
等
の
取

り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
と

と
も
に
、
遊
休
農
地
の
有
効

活
用
を
促
進
す
る
た
め
の
農

地
利
用
集
積
推
進
事
業
や
消

費
者
に
安
全
で
安
心
な
農
産

物
の
提
供
と
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
の
よ
り
一
層
の
推
進

を
図
る
た
め
、
有
機
農
業
普

及
促
進
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
度
着
手
し
ま

し
た
、
中
条
地
区
県
営
畑
地
帯
総

合
土
地
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
道
の
整
備
な
ど
を
実
施
し
、

効
率
的
な
農
業
経
営
の
基
盤
整
備

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
自
ら
が
行
う
、

農
振
農
用
地
の
保
全
や
用
排
水
路
・

農
道
の
補
修
等
、
環
境
保
全
型
農

業
を
図
る
取
り
組
み
を
一
体
的
に

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

賑
わ
い
と
活
力
あ
る

商
工
業
の
展
開

　

現
在
、
商
工
会
が
中
心
と
な
っ

て
実
施
し
て
い
る
、
中
心
市
街
地

活
性
化
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

仮
想
工
業
団
地
運
営

事
業
、
市
内
全
域
に

開
通
し
た
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
有
効
活
用
事
業
等
を
、

引
き
続
き
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、 

新
た
に
「
人
が
来
る
ま

ち
、
人
が
住
む
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
、
独
自
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
元
気
な
に

ら
さ
き
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

を
立
ち
上
げ
、
平
成
十
五
年
に
策

定
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
の
内
容
を
見
直
し
、
ま
ち
づ

く
り
と
一
体
と
な
っ
た
、
新
た
な

活
性
化
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
企
業
誘
致
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
、
工
業
用
地
の

候
補
地
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

観
光

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火

山
」
の
放
映
に
あ
わ
せ
、
観
光
Ｐ

Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
武
田
家
ゆ
か
り
の
本
市
に
は
、

多
く
の
観
光
客
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、「
わ
に
塚
の
桜
」、「
新
府

城
跡
」
の
駐
車
場
整
備
を
行
う
な

ど
、
観
光
施
設
の
整
備
に
努
め
ま

す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

　

健
診
や
健

康
相
談
な
ど

を
通
じ
て
、

健
康
状
態
を

正
し
く
認
識

し
、
市
民
自

ら
が
健
康
を

守
る
た
め
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

受
診
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
肥
満
や
生
活
習

慣
病
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

食
に
つ
い
て
の
知
識
と
食
を
選
択

す
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
た
め
、

食
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

医
療
体
制
の
充
実

　

市
立
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、

医
師
確
保
が
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

平
成
19
年
度
か
ら
眼
科
の
常
勤
医

師
が
配
置
で
き
る
見
通
し
で
す
。

地域の特性を活かした農林業の展開
県営畑地帯総合土地改良事業 1 億 4,647 万 5 千円

小土地改良事業 7,212 万 5 千円

県営広域農道整備事業 2,835 万円

新農業水利システム保全対策事業 877 万 5 千円

( 新 ) 農地水環境保全対策事業
＊農地・農業用水路の保全活動に対する助
成

528 万円

特定農山村地域特別対策事業 3,383 万 5 千円

生産調整推進対策補助事業 1,800 万円

中山間地域耕作放棄地対策事業 1,405 万 3 千円

有害鳥獣駆除対策事業 451 万円

( 新 ) 有機農業普及促進事業
＊家畜堆肥肥料購入者への補助

166 万 5 千円

( 新 ) 農地利用集積推進事業
＊遊休農地有効活用への支援

90 万円

塩川地区圃場整備事業 8,364 万 8 千円

松くい虫防除事業 3,008 万円

( 新 ) 里山エリア再生交付金事業
＊古損木処理・伐倒くん蒸処理等森林整備

487 万 7 千円

( 新 ) 環境公益林整備支援事業
＊荒廃森林の機能回復の為の間伐事業への
助成

122 万 9 千円

( 新 ) 特定鳥獣保護管理事業
＊県特定鳥獣保護管理計画に基づく個体数
調整の為の捕獲

128 万円

小規模林道事業 100 万円

賑わいと活力のある商工業の展開
一般商工振興事業 998 万 4 千円

商工団体育成事業 615 万 4 千円

( 新 )「人が来るまち・人が住むま
ち」元気なにらさき再生プロジェ
クト事業
＊元気なにらさき再生計画策定費・ＴＭＯ
事業補助金

445 万円

中小企業振興資金融資事業 240 万 2 千円

新工業団地調査事業 90 万円

多彩な地域産業の育成・雇用の促進
観光宣伝事業 357 万 4 千円

観光振興事業 914 万 6 千円

韮崎市武田の里まつり補助事業 1,739 万円

韮崎市勤労青年センター運営事業 1,295 万 4 千円

高年齢者労働能力活用事業 539 万 1 千円

「
多
彩
な
産
業
が
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
誰
も
が
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
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ま
た
、
社
会
福
祉
士
を
新
た
に

配
置
し
、
医
療
相
談
の
充
実
と
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

福
祉
社
会
の
実
現

　

引
き
続
き
、
高
齢
者
な
ら
び
に

障
害
者
の
方
々
が
自
立
し
、
生
き

が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

健
康
づ
く
り
や
社
会
参
加
の
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
福
祉
施

策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
き

ま
し
て
は
、
介
護
保
険
法
の
改
正

に
よ
り
、
予
防
重
視
型
の
施
策
展

開
に
な
る
と
と
も
に
、
施
設
利
用

者
の
食
費
が
自
費
と
な
っ
た
た
め
、

低
所
得
者
の
方
々
に
そ
の
一
部
を

助
成
し
、
利
用
者
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
在
宅
で
ご
家
族
の
介
護

を
し
て
い
る
方
々
が
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
の
た
め
に
旅
行
す
る
際
に
、
介

護
さ
れ
て
い
る
方
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
施
設
利
用
料
の
一
部
を
助
成

す
る
と
と
も
に
、
一
緒
に
旅
行
す

る
際
の
レ
ン
タ
カ
ー
の
リ
ー
ス
料

を
助
成
し
、
介
護
者
家
族
の
心
身

の
負
担
を
軽
減
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

　

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
、
通
院
は
五

歳
未
満
、
入
院
は
未
就
学
児
童
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
通
院
、

入
院
と
も
小
学
校
六
年
生
ま
で
対

象
年
齢
を
拡
大
し
、
医
療
費
へ
の

経
済
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
子
育

て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
園
に
つ
き
ま
し
て

は
、
統
合
を
視
野
に
、
時
間
延
長

保
育
や
休
日
保
育
な
ど
、
将
来
の

保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、「
保
育

園
統
合
構
想
検
討
委
員
会
」
に
お

い
て
、
広
く
市
民
の
皆
様
の
声
を

お
聴
き
し
、
適
切
な
運
営
に
努
め

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
て
の
保
育
園
に
防

犯
カ
メ
ラ
な
ど
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
私
立
幼
稚
園
の
安
全
対
策

に
対
し
、
そ
の
設
置
経
費
の
助
成

を
行
い
、
園
児
の
安
全
強
化
に
努

め
ま
す
。

安
心
で
き
る
社
会
の
整
備

　

不
慮
の
事
故
な
ど
、
万
が
一
の

場
合
に
は
、
早
期
に
対
処
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
備

え
て
、
市
庁
舎
、
小
中
学
校
や
体

育
館
な
ど
、
市
内
の
主
要
施
設
に
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
、
略
称
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
、
安
全
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

健康な生活を支える保健・医療の充実
いきいき実年人間ドック事業 857 万 3 千円

予防接種事業 2,687 万 3 千円

健康診査事業 7,145 万 7 千円

健康相談事業 121 万 2 千円

にこにこ健康づくり事業 1,518 万 8 千円

健康ふれあいセンター管理事業 3,106 万円

医療体制支援事業 1,627 万 4 千円

韮崎市立病院運営事業 25 億 1,295 万 7 千円

生きがいをもって暮らせる福祉社会の実現
社会福祉協議会支援事業 1,089 万 9 千円

ねたきり老人介護慰労金
＊介護家族者の負担軽減（ショートスティ施設
利用料・旅行時のレンタカーリース料助成）

3,16 万 8 千円

通所型介護予防事業 755 万 5 千円

訪問型介護予防事業 461 万 4 千円

地域介護予防活動支援事業 870 万 3 千円

介護予防普及啓発事業 75 万 6 千円

老人クラブ育成事業 349 万 9 千円

みんなで支える地域福祉推進事業
＊施設通所利用者給食費助成

1,876 万 2 千円

ことぶき長寿記念事業 1,100 万 3 千円

老人福祉センター管理運営事業 1,845 万 8 千円

老人保護措置事業 7,558 万 9 千円

総合相談事業 224 万 7 千円

包括的・継続的ケアマネジメント事業 33 万円

任意事業 159 万 2 千円

居宅介護予防支援事業 921 万 3 千円

障害者自立支援医療費助成事業 1,251 万 4 千円

障害者居宅介護等支援事業 7,075 万 1 千円

特別障害者等福祉手当支給事業 1,192 万 9 千円

障害者補装具交付事業 1,074 万 3 千円

障害者等地域生活支援事業 1,949 万 4 千円

障害者施設訓練等支援事業 2 億 9,102 万 1 千円

障害者自立支援臨時対策事業 1,703 万 9 千円

重度心身障害者医療費助成事業 1 億 396 万 7 千円

児童センター運営事業 3,213 万 7 千円

子供をすこやかに産み育てる環境づ
くり事業 2,490 万円

保育所運営事業 5 億 7,138 万 5 千円

地域子育て支援センター運営事業 1,128 万 9 千円

保育園統合推進事業 9 万 7 千円

児童手当施行事業 2 億 6,321 万円

児童扶養手当施行事業 8,550 万円

地域保健事業 1,000 万 6 千円

乳幼児医療費助成事業
＊支給範囲を小学校修了までに拡大

6,778 万 9 千円

ひとり親家庭医療費助成事業 758 万 2 千円

安心できる社会の整備
国民健康保険運営事業 31 億 6,057 万 9 千円

老人保健運営事業 28 億 3,797 万 8 千円

介護保険運営事業 15 億 8,460 万 9 千円

( 新 ) 後期高齢者医療制度広域連合負
担金
＊後期高齢者医療制度創設準備経費（平成２０
年４月施行）

1,265 万 2 千円

生活保護施行事業 2 億 3,124 万 7 千円

峡北広域行政事務組合 ( 常備消防 ) 負
担金 3 億 1,112 万 6 千円

消防団運営事業 5,434 万円

消防施設維持事業 1,131 万 9 千円

安全・安心なまちづくり事業 389 万 4 千円
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生
涯
学
習
の
推
進

　

ま
ち
づ
く
り
は
、「
人
づ
く
り
」

か
ら
を
基
本
に
、
ふ
る
さ
と
を
誇

り
に
思
え
る
生
涯
学
習
を
実
現
す

る
た
め
、
学
習
環
境
の
支
援
や
社

会
教
育
関
係
団
体
の
育
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

整
備
や
社
会
体
育
団
体
の
育
成
な

ど
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
か
ね
て
よ
り
要
望
の

あ
り
ま
し
た
穴
山
公

民
館
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
の
皆
様
の

新
た
な
学
習
の
場
、

憩
い
の
場
と
し
て
建

設
し
、
生
涯
学
習
の

推
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

幼
児
教
育
の
充
実

　

私
立
幼
稚
園
に
就

園
す
る
幼
児
の
保
護

者
世
帯
の
補
助
金
額

を
大
幅
に
増
額
し
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
り
、
子
育
て
環
境
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

義
務
教
育
の
充
実

　

韮
崎
西
中
学
校
の

改
築
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
十
一

月
に
校
舎
が
完
成
し
、

来
年
一
月
か
ら
新
校

舎
で
学
習
が
で
き
る

よ
う
、
関
係
者
一
丸

と
な
り
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
韮
崎
北
東
小
学
校
の
音

楽
教
室
と
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
増
設

し
、
学
校
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
穂
坂
小
学
校
に
、
放

課
後
等
に
お
け
る
居
場
所
づ
く
り

の
た
め
の
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

を
新
た
に
設
置
し
、
児
童
の
安
全

確
保
に
努
め
ま
す
。

地
域
文
化
の
創
造
・
継
承

　

平
成
17
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
、
新
府
城
跡
環
境
整
備
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
園
路
や
学
習

広
場
を
整
備
し
、「
武
田
の
里
に
ら

さ
き
」
に
ふ
さ
わ
し
い
歴
史
的
風

土
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

「
豊
か
な
人
間
性
と
ふ
れ
あ
い
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

創造と活力を生む生涯学習社会の構築
公民館運営事業 2,876 万 6 千円

( 新 ) 地区公民館建設事業
＊穴山地区公民館建設

1 億 2,174 万 5 千円

生涯学習フェスタ事業 572 万円

武田の里婦人大学支援事業 146 万 8 千円

社会体育振興事業 822 万 7 千円

生涯スポーツ推進事業 81 万 6 千円

サッカーフェスティバル補助事業 324 万 8 千円

武田の里ウォーキング事業 640 万円

中央公園芝生管理事業 1,507 万 7 千円

ＶＦ甲府支援事業 31 万 8 千円

たくましさとやさしさのある児童生徒等の育成
私立幼稚園奨励補助事業
＊支給範囲の拡大と支給額の増

981 万 5 千円

学校安全体制整備事業 1,475 万 8 千円

( 新 ) 放課後子どもプラン推進事業
＊放課後子ども教室設置経費

710 万円

小学校管理運営事業 1 億 2,763 万 7 千円

小学校英語教育事業 873 万 5 千円

小学校教育振興事業 2,116 万 1 千円

小学校パソコン教室事業 1,661 万 9 千円

韮崎北東小学校増築事業 1 億 662 万 6 千円

中学校管理運営事業 5,661 万 7 千円

中学校英語指導助手設置事業 576 万 4 千円

中学校教育振興事業 2,160 万円

中学校遠距離通学費補助事業 1,719 万 1 千円

中学校パソコン教室事業 1,180 万 8 千円

韮崎西中学校改築事業 13 億 790 万 5 千円

育英奨学金貸付事業 408 万円

成人式記念事業 154 万 9 千円

継承し創造する市民文化の醸成
文化ホール管理運営事業 1 億 2,258 万 3 千円

女夫石遺跡発掘調査事業 1,000 万円

史跡新府城跡環境整備事業 2,314 万 2 千円

まちおこし推進事業 273 万 6 千円

予算費（0.2％） 
3,000万円 

労働費（0.1％） 
1,897万8千円 

議会費（1.4％） 
1億6,790万4千円 

消防費（3.3％） 
3億9,714万3千円 

土木費（9.0％） 
10億9,302万1千円 

総務費（10.7％） 
12億9,929万4千円 

衛生費（11.1％） 
13億5,249万9千円 

公債費（12.4％） 
15億1,130万9千円 

農林水産業費（5.4％） 
6億5,415万1千円 

災害復旧費（0.0％） 
4千円 
民生費（24.2％） 
29億4,711万1千円 

教育費（21.3％） 
25億9,117万6千円 

商工費（0.9％） 
1億1,131万円 

歳出合計 121 億 7,390 万円

平成 19 年度当初予算（歳出）

新府城跡発掘現場見学会

建設が進む韮崎西中学校改築工事
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市
民
参
画
の

ま
ち
づ
く
り

　

私
は
、
市
民
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
重
要
な

こ
と
は
、
透
明
性
の

確
保
と
説
明
責
任
の

明
確
化
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
、
積
極
的
な

情
報
の
公
開
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成

19
年
度
か
ら
入
札
の
予
定
や
結
果

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
そ

の
透
明
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
一
般
競
争
入
札
の
導

入
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

基
本
計
画
で
あ
り
ま
す
「
韮
崎

プ
ラ
ン
」
の
施
策
を
、
具
体
的
に

事
業
化
す
る
た
め
、
実
効
性
の
あ

る
実
施
計
画
を
策
定
し
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
各

種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
長
期
総
合
計
画
の
策
定

　

以
上
に
述
べ
ま
し
た
取
り
組
み

や
課
題
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
本

市
の
将
来
を
展
望
し
、
進
む
べ
き

方
向
と
行
政
施
策
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
た
め
、
そ
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
す
べ
く
、
新
長

期
総
合
計
画
を
平
成
19
年
度
か
ら

二
年
を
か
け
て
、
議
員
各
位
を
は

じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
声

を
充
分
に
拝
聴
し
な
が
ら
策
定
し

て
い
き
ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進

　

国
の
地
方
分
権
改
革
は
一
層
本

格
化
し
、
地
方
交
付
税
の
削
減
等

が
今
後
も
予
想
さ
れ
、
地
方
財
政

は
依
然
厳
し
い
環
境
下
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
財
源
の
確
保
を

図
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
見

直
し
等
、
徹
底
し
た
経
費
の
節
減

と
創
意
工
夫
や
適
正
な
職
員
定
数

の
見
直
し
に
よ
る
職
員
数
の
純
減

に
努
め
、
財
政
の
健
全
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
職
員
の
能
力
開
発
と

人
材
の
活
用
を
は
か
る
べ
く
人
材

育
成
型
の
人
事
評
価
制
度
を
導
入

し
、
各
種
研
修
制
度
と
連
動
し
た

中
で
職
員
の
意
識
改
革
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
機
能
性
を
重

視
し
た
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
・

機
構
に
改
正
し
、
よ
り
一
層
行
政

改
革
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
諸
施
策
を
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
実
施
し
て
い
く
た
め
、
組
織
の

フ
ラ
ッ
ト
化
に
よ
る
事
務
処
理
や

意
思
決
定
の
迅
速
化
が
図
ら
れ
る

ス
リ
ム
な
組
織
に
し
、
三
部
十
二

課
四
室
、
計
十
九
部
課
室
を
、
十

七
課
の
課
制
に
再
編
を
行
い
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。（
※
詳
細
は
次
頁
に
掲
載
）

　

な
お
、
私
の
交
際
費
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
行
よ
り
四
割
減
じ
る

考
え
で
あ
り
ま
す
。

夢
と
希
望
の
持
て
る
ま
ち

に
ら
さ
き
の
実
現
へ

　

以
上
が
、
平
成
19
年
度
の
施
策

に
つ
い
て
の
私
の
考
え
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
行
政
は
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

「
運
営
」
か
ら
成
果
志
向
に
立
っ
た

「
経
営
」
に
転
換
し
、
本
当
に
必
要

な
部
分
へ
経
営
資
源
を
投
入
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、「
夢
と

希
望
の
持
て
る
ま
ち　

に
ら
さ
き
」

の
実
現
に
渾
身
の
努
力
を
傾
注
し

て
い
き
ま
す
。

《
三
月
定
例
市
議
会
で
の
市
長
所
信  

  

表
明
よ
り
要
旨
・
抜
粋
》

市民参画のまちづくり
公共奉仕活動支援事業 245 万 3 千円

情報公開・個人情報保護事業 12 万 5 千円

広聴広報事業 1,253 万 3 千円

男女共同参画社会づくり事業 138 万 9 千円

ふれあいと交流のある地域社会
地区活動推進事業 2,365 万 7 千円

国際交流事業 346 万円

まちおこし推進事業 149 万 3 千円

効果的な行財政運営
情報システム管理事業 1 億 2,953 万 6 千円

長期計画費 556 万 8 千円

庁舎管理事業 1 億 3,544 万 4 千円

広域行政事業 1,763 万 6 千円

地方特例交付金（0.4％） 
4,430万円 

諸収入（1.1％） 
1億3,427万2千円 

使用料及び手数料（2.5％） 
2億9,908万2千円 

県支出金（4.6％） 
5億6,626万8千円 

市債（8.1％） 
9億8,550万円 

地方消費税交付金（2.9％） 
3億5,600万円 

その他（2.2％） 
2億7,3923千円 

市税（41.7％） 
50億7,592万9千円 

地方譲与税（1.2％） 
1億4,850万円 

分担金及び負担金（1.4％） 
1億7,378万円 

国庫支出金（8.0％） 
9億6,903万2千円 

地方交付税（12.7％） 
15億4,400万円 

繰入金（13.2％） 
16億331万4千円 歳入合計 121 億 7,390 万円

「
市
民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

平成 19 年度当初予算（歳入）
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１Ｆ 市民課 市民担当 転入・転出・転居届、出生・死亡届、婚姻届、戸籍・住民票・印鑑証明・国籍・
外国人登録、各種証明の交付

国保医療担当 国民健康保険・老人保健・国民健康保険税・各種医療費助成申請請求
環境保全担当 環境保全・公害対策、ごみの収集、浄化槽、犬の登録・狂犬病予防

収納課 徴収第１担当 市税（料）の納付
徴収第２担当 市税（料）の納付

税務課 市民税担当 住民税・法人市民税、軽自動車税、市たばこ税、入湯税、確定申告
固定資産税担当 固定資産税、都市計画税、特別土地保有税、固定資産の評価

福祉課 子育て支援担当 保育園・児童センター・児童手当・児童扶養・家庭や児童に関する相談
社会福祉担当 心身障害児（者）に対する事業、特別児童扶養手当、老壮大学
福祉介護担当 老人在宅サービス、要介護（支援）認定、介護保険料

会計課 出納担当 市税・水道料等市に納入する現金の出納、公金の支払い、銀行窓口
工事検査担当 工事検査

２Ｆ 農林課 農林振興担当 農業・林業全般
農林土木担当 農道・農業用水路、治山事業
農業委員会 農地転用

商工観光課 観光担当 観光事業全般
商工労政担当 商工業の振興、消費者資金・勤労者住宅資金

建設課 都市計画担当 開発行為の指導・申請
道水路維持担当 道路・水路の維持管理
建設土木担当 道路・橋梁及び河川の維持保全
管理担当 市営住宅の入居申込、法定外公共物及び地籍調査
建築営繕担当 建築確認申請、住宅耐震診断

教育課 生涯学習担当 武田の里婦人大学、成人式、文化祭、各種学習サークル、埋蔵文化財
学校教育担当 小中学校の就学（入学・転校）、私立幼稚園就園奨励費補助金

３Ｆ 総務課 総務担当 住民（自治会）組織、情報公開、選挙管理委員会
防災交通担当 消防・防災・交通安全
契約管財担当 契約全般、普通財産の管理

企画財政課 企画推進担当 広報・広聴、男女共同参画、相談、まちづくり出前塾、市民バス、統計等
財政担当 財政及び予算
情報推進担当 情報システムの運用管理（※２Ｆ）

政策秘書課 秘書担当 市長・副市長の秘書
政策人事担当 重要な政策の立案、総合調整、職員採用等、職員の人事

５Ｆ 議会事務局 総務担当 市議会傍聴

別館
１Ｆ

上下水道課 下水道担当 下水道事業・受益者負担金
水道管理担当 水道料金・給水栓開閉
水道工務担当 水道工務全般

保健課 健康増進担当 予防接種、健康づくり事業、
栄養相談・指導

母子保健担当 各種健診・健康相談
介護支援担当 介護予防支援

教育課 スポーツ振興担当 スポーツ施設申込

事務局 総務担当 庶務・会計
医事担当 受付・診療費計算

生活指導担当 静心寮管理運営

保健福祉センター

市営総合運動場体育館

韮崎市立病院

静心寮

市庁舎

韮崎市組織機構・主な業務案内

市役所の業務時間を延長
市では、市民のみなさんへのサービス
向上を図るため、４月から、業務時間
を午後５時３０分まで延長します。
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■
助
成
金
の
対
象

　

加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
の

「
被
保
険
者
証
」
を
使
い
、
医
療
機

関
へ
支
払
っ
た
金
額
（
保
険
診
療

の
適
用
分
）
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

自
費
診
療
分
（
薬
容
器
代
・
お

む
つ
代
・
寝
具
代
・
差
額
室
料
代
・

入
院
時
食
事
代
・
検
診
等
）
な
ど
、

保
険
の
き
か
な
い
も
の
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
韮
崎
市
の
国
保
加
入
者

の
方
に
つ
い
て
は
、
市
内
医
療
機

関
で
受
診
し
た
場
合
は
窓
口
負
担

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
受
診
の
際
、

「
被
保
険
者
証
」
と
一
緒
に
「
受
給

資
格
証
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
す
る
書
類

　

「
韮
崎
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
金

請
求
書
」
に
、
領
収
書
（
診
療
明

細
ま
た
は
点
数
・
受
診
者
名
の
わ

か
る
も
の
）
を
添
付
し
て
、
市
民

課
国
保
医
療
担
当
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
25
日
ま
で
の
受
付
分
を

翌
月
お
支
払
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
領
収
書
を
添
付
で
き
な

い
場
合
は
、
医
療
機
関
の
点
数
証

明
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
山
梨

県
立
中
央
病
院
・
山
梨
大
学
医
学

部
附
属
病
院
で
は
、
証
明
が
有
料

に
な
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
を
無

く
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
助
成
金
の
申
請
期
間

　

診
療
日
か
ら
１
年
を
過
ぎ
る
と

お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
。
で
き
る

だ
け
翌
月
に
、
申
請
手
続
き
を
済

ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
外
に
転
出
す
る
際
は
、

忘
れ
ず
に
「
受
給
資
格
証
」
を
返

納
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

　
　

  　

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
）

支
給
対
象
が
小
学
校
６
年
生
ま
で
に

　

４
月
１
日
よ
り
、
市
で
助
成
す
る
子
ど
も
の
医
療

費
の
対
象
年
齢
が
、
入
院
・
通
院
と
も
、
小
学
校
６

年
生
の
３
月
31
日
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。
対
象
児

に
は「
韮
崎
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
金
受
給
資
格
証
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
　
　

◆新しい請求書では、「医療
　機関ごと」、「入院・外来別」
　に仕分ける必要がなくなり
　ました。「子どもごと」、「診
　療月ごと」に１枚の請求書
　で申請できます。

◆請求書を書く際は、振込先
　の保護者口座、印鑑の確認
　をお願いします。

◆様式については、市民課窓
　口、市のホームページから
　もダウンロードできます。

http://www.city.nirasaki.lg.jp

請求方法も簡素化
韮
崎
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

70 歳未満の方の入院
「限度額適用認定証」の手続きを

医療機関等の窓口での自己負担額

高額療養分 → 窓口払いは
不要

自己負担限度額
自己負担
限度額

・「限度額適用認定証」の交付を受けた場合

・従来の制度

自己負担分を
全額窓口払い

高額療養分→ 申請により
払い戻し

自己負担
限度額

自己負担
限度額

※保険適用分以外は除く

　

こ
れ
ま
で
、
70
歳
未
満

の
方
の
入
院
に
つ
い
て
は
、

自
己
負
担
分
（
１
割
～
３

割
）
を
医
療
機
関
等
の
窓

口
で
一
旦
支
払
い
、
そ
の

額
が
世
帯
の
所
得
に
応
じ

た
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
た
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
、
超
過
分
が
高
額
療
養

費
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
は
、

窓
口
で
の
支
払
い
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
を
医
療

機
関
等
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
の
支
払
い
で
済
む
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
利
用
を
希

望
さ
れ
る
国
保
加
入
者
の

方
は
、
入
院
前
に
あ
ら
か

じ
め
申
請
し
、
国
保
担
当

窓
口
で
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。（
国
保

税
滞
納
世
帯
に
つ
い
て
は
、

制
度
を
利
用
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）
な
お
、

被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
）

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

各
保
険
者
（
社
会
保
険
事

務
所
、
健
康
保
険
組
合
等
）

に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

 

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
）
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■
対
象
と
な
る
方

　

市
内
に
一
年
以
上
居
住
す
る
在

宅
介
護
者
の
方
。

■
移
動
支
援
事
業

　

在
宅
介
護
を
す
る
家
族
の
方
が
、

寝
た
き
り
高
齢
者
・
認
知
症
高
齢

者
等
と
同
伴
で
、
宿
泊
・
日
帰
り

旅
行
、
買
い
物
等
を
す
る
た
め
に

借
り
る
、
福
祉
車
両
の
レ
ン
タ
ル

リ
ー
ス
料
に
つ
い
て
、
２
分
の
１

の
金
額
を
助
成
し
ま
す
。

■
短
期
入
所
支
援
事
業

　

在
宅
で
寝
た

き
り
高
齢
者
等

を
介
護
を
す
る

家
族
の
方
が
、

短
期
入
所
生
活

介
護
施
設

へ
の
一
時

入
所
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
介
護
家
族

み
な
さ
ん
の
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

■
申
請
の
方
法

　

領
収
書
・
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
福
祉
課
の
窓
口
に
お

い
て
、
随
時
、
所
定
の
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
の
方
で
、
介
護
施
設
等
の
通
所

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
。

■
助
成
金
額

　

通
所
サ
ー
ビ
ス
の
食
費
負
担
額

を
支
払
っ
た
場
合
、
一
人
一
日
百

円
が
上
限
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
の
方
法

　

９
月
、
３
月
の
年
二
回
、
領
収
書
・

印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
福
祉
課
窓

口
に
お
い
て
所
定
の
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
食
費
負
担
額
の
入

っ
た
領
収
書
が
必
要
で
す
。
申
請

時
ま
で
必
ず
保
管
し
て
お
い
て
下

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
介
護
担
当

　
　
　

  

（
内
線
１
７
８
～
１
８
０
）

安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
み
な
さ
ん
の
介
護
を
支
え
る

　

通
所
施
設
利
用
者

　

食
費
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

市
で
は
、
在
宅
で
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認
知
症
高
齢
者
を
介
護

さ
れ
て
い
る
家
族
の
方
の
元
気
回
復
を
図
る
「
在
宅
介
護
家
族
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業
」
と
、
介
護
施
設
等
を
利
用
さ
れ
る
方
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
「
施
設
利
用
者
食
費
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
４
月
よ
り
開
始

し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
介
護
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

在
宅
介
護
家
族

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

区分 助成回数・金額の上限

宿 泊 旅 行
年２回まで（１回３泊４日以内）

３千円／１泊

区　分 助成回数・金額の上限

宿 泊 旅 行
年２回まで（１回３泊４日以内）

３７，０００円／１回

日帰り旅行

買 い 物 等

月２回まで

１１，０００円／１回

移動支援事業（福祉車両レンタルリース料助成）

短期入所支援事業

　新府共選場周辺にて「第１３回新府桃の花見会」を開催します。
今年は会場内において「熱気球」を飛ばします。大空から桃源郷を
眺めてみましょう。
　また、「親子絵描
き大会」や「地元特
産品販売コーナー」
などイベント盛り沢
山です。
　当日、会場の付近
は交通規制となりま
すので、ご来場には、
中央公園からのシャ
トルバスをご利用く
ださい。

◆日　時　４月１５日（日）８：００～
◆会　場　新府共選場（ＪＲ新府駅より徒歩１０分）
◆参加料　熱気球体験５００円

新府桃の花見会

ご家族・お友達お誘い合わ
せの上、春の武田の里を満
喫してください。

■お問い合わせ
・韮崎市観光協会
・深田祭実行委員会
　（市役所商工観光課内
　  内線２２９・２３０）

さ
あ
、

で
か
け
よ
う
！

イベント案内
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高
齢
者
の
方
が
自
立
し
た
社
会

生
活
を
行
う
た
め
に
は
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
、
心
身
の
機
能
低
下
を
予

防
・
回
復
す
る
取
り
組
み
（
介
護

予
防
事
業
の
継
続
実
施
と
事
業
へ

の
参
加
）
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
介
護
予
防
の
取

り
組
み
は
、
自
治
体
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
の
日
常
生
活
圏
で
あ
る
各

地
区
で
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
理

想
で
す
。
そ
こ
で
、
市
と
と
も
に

介
護
予
防
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
習
し
、

主
体
的
に
介
護
予
防
事
業
を
実
施

し
て
い
た
だ
け
る
地
区
を
、
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
件

　

市
が
示
す
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、
年
間
５
回
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
る
地
区
。

■
募
集
地
区
数

　

市
内
６
地
区

地
域
で
取
り
組
む
高
齢
者
の
健
康
対
策

「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト
地
区
」
を
募
集

※
申
込
多
数
の
場
合
は
先
着
順
。

※
た
だ
し
、
地
域
性
を
考
慮
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
補
助
額

　

１
地
区
10
万
円
を
限
度
と
し
、

所
要
経
費
の
実
額
を
補
助
し
ま
す
。

■
申
請
・
受
付
期
間

　

５
月
７
日
（
月
）
～
31
日
（
木
）

　
■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

保
健
課
介
護
支
援
担
当

　

      

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３
ー
４
３
１
３

２
３
ー
４
３
１
６

重度障害の方の社会参加へ
タクシー利用券の助成

　市では、在宅の重度心身障害者（児）の方の社会

参加の促進と、生活圏の拡大を支援するため、毎年

タクシー料金の一部を「利用券」により助成してい

ます。４月１日より新年度の申請受付を開始します

ので、該当の方は手続きをお願いします。

■利用券交付対象者
①身体障害者手帳

　１・２級所持者　　　

②療育手帳

　Ａ所持者

※施設入所者、自動車・
軽自動車税の減免を受
けている方は除きます。

■交付枚数
　年間 24 枚

※腎臓機能障害１級の手帳所持者は 36 枚。

※年度途中の申請は、月割になります。

■申請方法
　身体障害者手帳・療育手帳・印鑑を持参の上、窓

口にて申請書を提出してください。

■お問い合わせ

　福祉課社会福祉担当 （内線１７５～１７７）

ＴＡ Ｘ Ｉ

　大将（甘利備前守
虎泰）浅川昇市議会
議長と、三井金属鉱
業（株）のみなさん
扮する虎泰隊の武者
総勢４０名が参加
し、信玄公祭り・甘
利備前守虎泰隊の出
陣式を行います。
　ＮＨＫ大河ドラマ

「風林火山」の中で
も、重要な人物の一人である甘利備前守虎泰。本市
での出陣式に続き甲府会場で開催される甲州軍団出
陣とあわせ、威風堂々の勇姿をご覧ください。

◆日　時　４月７日（土）１２：００～
◆会　場　韮崎駅前ロータリー
　　　　　※雨天時は、韮崎ショッピングセンター
　　　　　　「ルネス」１階ロビーにて開催します。

　日本百名山の著者
である深田久弥氏の
遺徳を偲んで、碑前
祭と記念登山を行い

ます。当日は深田記念公園内において、地元特産品
販売コーナーやワインの試飲等も開かれます。記念
登山には、白鳳会のメンバーが同行しますが、参加
される方は山登りの出来る服装で、昼食と雨具をご
持参ください。

◆日　時　４月１５日（日）
・記念登山受付　８：００～（随時出発・自由参加）
・碑前祭　　　１４：００～１５：００頃

◆会　場　深田記念公園（駐車場３０台）
　　　　　※韮崎駅より送迎バスあり

◆参加料　１，０００円（バッジ・軽食付）
　　　　　※限定２００名

信玄公祭り甲州軍団出陣

深田祭
深田祭実行委員会 主催
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支
援
の
内
容

　　

「
担
い
手
」
に
な
る

こ
と
に
よ
り
、
次
の

三
つ
の
支
援
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

①
過
去
の
生
産
実
績

　

に
基
づ
く
交
付
金

（
図
１
）

　

担
い
手
の
過
去
三
年
間
の
生
産
・

出
荷
実
績
に
応
じ
、
19
年
以
降
の

作
付
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
、
毎
年
、

一
定
額
の
支
払
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
毎
年
の
生
産
量
、

　

品
質
に
基
づ
く
交
付
金
（
図
１
）

　

そ
の
年
の
品
質
別
の
生
産
量
に

応
じ
て
支
払
が
行
わ
れ
ま
す
。

③
収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金

（
図
２
）

　

あ
ら
か
じ
め
積
み
立
て
を
行
い
、

各
品
目
の
販
売
合
計
収
入
が
減
少

し
た
場
合
に
、
減
収
額
の
９
割
が

補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

「
担
い
手
」
と
な
る
要
件

　

新
し
い
対
策
の
支
援
を
受
け
ら

れ
る
「
担
い
手
」
と
な
る
た
め
に
は
、

次
の
ど
ち
ら
か
の
条
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
個
人
や
法
人
と
し
て

　

農
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

　

認
定
農
業
者
に
な
り
、
原
則
、

４
ha
以
上
の
農
地
を
確
保
す
る
。

（
特
例
有
り
）

※
面
積
要
件
は
2.6 

ha
～
４
ha
で
、　

　

地
区
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

②
仲
間
と
共
同
で

　

農
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

　

原
則
、
20 

ha
上
の
農
地
を
有
す

る
集
落
営
農
組
織
を
立
ち
上
げ
、

参
加
す
る
。（
特
例
有
り
）

※
面
積
要
件
は
10 

ha
～
20 

ha
で
、
地

　

区
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※
組
織
立
ち
上
げ
に
は
、
次
の
５

　

つ
の
条
件
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
規
約
の
作
成
（
構
成
員
・
管
理
等
）

・
経
理
の
一
元
化
（
口
座
・
名
義
）

・
農
地
の
利
用
集
積
目
標
の
設
定

・
主
な
従
事
者
の
所
得
目
標
設
定

・
農
業
生
産
法
人
計
画
の
作
成

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
の
利
点

　

現
行
の
「
稲
作
所
得
基
盤
確
保

対
策
」・「
担
い
手
経
営
安
定
対
策
」

に
比
べ
、
新
し
い
収
入
減
少
影
響

緩
和
対
策
で
は
、
次
の
よ
う
に
メ

リ
ッ
ト
が
拡
大
し
ま
す
。

①
対
象
品
目
が
拡
大
さ
れ
る

　

米
・
大
豆
に
加
え
、
麦
・
て
ん
菜
・

で
ん
粉
原
料
ば
れ
い
し
ょ
も
対
象

と
な
り
、
経
営
全
体
に
着
目
し
た

影
響
緩
和
が
図
ら
れ
ま
す
。

②
生
産
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

　

農
家
の
補
て
ん
金
拠
出
額
が
大

幅
に
軽
減
さ
れ
、
稲
作
の
場
合
、

生
産
者
と
国
の
拠
出
割
合
は
、
現

行
の
「
約
１
対
２
」
か
ら
「
１
対
３
」

に
ま
で
縮
小
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
拠
出
金
の
残
額
が
当
年

産
の
拠
出
額
の
２
倍
以
上
あ
る
場

合
、
当
年
産
の
拠
出
を
休
む
こ
と

が
可
能
で
す
。
拠
出
金
も
、「
掛
け

捨
て
」
で
は
な
く
、
必
ず
返
っ
て

き
ま
す
。

対
策
へ
の
加
入
申
請

　

４
月
１
日
～
６
月
30
日
ま
で
の

間
に
、
国
（
農
政
事
務
所
）
に
加

入
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

農
政
事
務
所
、
市
役
所
、
Ｊ
Ａ
梨

北
で
ご
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課
農
林
振
興
担
当

　
　
　
　
　
　
　

  

（
内
線
２
２
３
）

「担い手」になると支援されます
品目横断的経営安定対策

　

米
、
麦
、
大
豆
、
て
ん
菜
、
で
ん
粉
原
料
用
ば
れ
い
し
ょ

の
経
営
安
定
対
策
が
、
19
年
産
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

従
来
は
、
こ
れ
ら
の
農
産
物
を
生
産
さ
れ
て
い
る
全
て

の
農
家
を
対
象
に
、
例
え
ば
、
生
産
し
た
キ
ロ
当
た
り
何

円
を
助
成
、
品
目
の
値
下
が
り
が
あ
れ
ば
、
差
額
を
何
円

補
て
ん
と
い
っ
た
支
援
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
19
年

産
か
ら
は
、
一
定
の
条
件
を
揃
え
て
「
担
い
手
」
と
な
っ

た
方
だ
け
に
、
支
援
を
行
う
仕
組
み
に
変
わ
り
ま
す
。

←
担
い
手
の
生
産
コ
ス
ト
→

←①過去の生産実績　　
　　に基づく交付金

←②毎年の生産量・　　
　　品質に基づく交付金

←
販
売
収
入
→

図１．『対象品目】
　　　麦、大豆、てん菜、
　　　でん粉原材料用ばれいしょ

標
準
的
収
入

増
収

減
収

減
収

←③収入減少
　　影響緩和
　　交付金
　　（９割）

図２．『対象品目】
　　　米、麦、大豆、てん菜、
　　　でん粉原材料用ばれいしょ

　市では、地元農家の
方が管理人として親切
に栽培指導してくれる

「市民農園」を、宮久
保･日の城･若尾の三か
所に開設しています。
　各農園には、東屋･
農具小屋を設置し、ジ
ョロ・鍬

く わ

・一輪車等の
農具も充実しています
ので、初めての方や子

ども連れでも、楽しんでいただけます。
　大自然の中、安全でおいしさも格別な無農
薬野菜を、あなたも育てて見ませんか？

（※農業者以外なら、どなたでもご利用可能）

■お問い合わせ　農林課農林振興担当（内線２２５）

農園 空き区画 面積 年額 （月割）

穂坂町
宮久保

5 区画 30 ㎡ 4,800 円 400 円
1 区画 40 ㎡ 6,000 円 500 円

日之城 11 区画 30 ㎡ 4,800 円 400 円
大草町 若　尾 7 区画 40 ㎡ 6,000 円 500 円

手
作
り
野
菜
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
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※
そ
の
他
金
融
機
関
に
つ
い
て
も
、

　

今
後
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
予

　

定
で
す
。

※
依
頼
書
に
よ
る
お
申
し
込
み
は
、

　

引
き
続
き
金
融
機
関
窓
口
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
金
融
機
関
窓
口
に
あ
り

　

ま
す
が
、
市
役
所
に
お
電
話
い

　

た
だ
け
れ
ば
郵
送
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

収
納
課

　
　
　

（
内
線
１
６
３
～
１
６
６
）

　

「
自
己
搬
入
の
日
」

は
、
市
民
の
家
庭
か

ら
出
た
ゴ
ミ
を
、
可

燃
ゴ
ミ
・
不
燃
ゴ
ミ
・

可
燃
粗
大
・
不
燃
粗

大
に
分
別
し
た
上
で
、

峡
北
広
域
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
ま
で
自
分

で
持
ち
込
み
処
理
す

る
制
度
で
す
。（
無
料
）

　

毎
月
第
２
・
第
４

土
曜
日
の
９
時
か
ら

11
時
の
間
、
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
一
般
家
庭
の
ゴ
ミ

が
対
象
で
す
の
で
、

お
店
や
事
業
所
な
ど
、

事
業
系
の
ゴ
ミ
は
除

き
ま
す
。

■
ご
利
用
上
の
注
意

 

・
市
民
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

　

た
め
、
運
転
免
許
証
等
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

 

・
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

他
の
方
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

　

う
、
き
ち
ん
と
分
別
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

 

・
ゴ
ミ
の
搬
入
は
、
時
間
厳
守
で

　

お
願
い
し
ま
す
。

 

・
ゴ
ミ
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
、　

　

積
荷
し
て
く
だ
さ
い
。

□
「
自
己
搬
入
の
日
」
以
外
で
も
、

　

多
量
に
ゴ
ミ
が
出
た
場
合
、
可

　

燃
ゴ
ミ
・
不
燃
ゴ
ミ
・
可
燃
粗

　

大
・
不
燃
粗
大
に
き
ち
ん
と
分

　

別
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
平

　

日
の
持
込
も
可
能
（
有
料
）
で

　

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
「
資
源
物
」（
新
聞
・
雑
誌
・
ダ

　

ン
ボ
ー
ル
等
）
や
「
処
理
困
難
物
」

　

（
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
車
両

　

部
品
等
）
な
ど
、
環
境
衛
生
セ

　

ン
タ
ー
で
取
り
扱
え
な
い
も
の

　

に
つ
い
て
は
、
お
持
ち
帰
り
い

　

た
だ
き
ま
す
。
適
正
な
処
理
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

□
係
員
の
指
示
に
従
い
、
ス
ム
ー

　

ズ
な
搬
入
・
事
故
防
止
に
ご
協

　

力
く
だ
さ
い
。

■
ゴ
ミ
処
理
場
の
操
業
日
程
に
つ

　

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　

峡
北
広
域
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

　

（
エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お
か
）

　

☎
２
２
ー
３
４
３
７

■
そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
環
境
保
全
担
当

　
　
　
　

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

　

市
で
は
こ
の
た
び
、
税
金
等
の

口
座
振
替
手
続
き
が
、
よ
り
簡
単
・

迅
速
に
行
え
る
よ
う
、
金
融
機
関

届
出
印
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
く

て
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
提

示
す
る
だ
け
で
届
出
が
完
了
す
る
、

「
口
座
振
替
サ
ー
ビ
ス
」
を
は
じ
め

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
は
口
座
振

替
依
頼
書
に
届
出
印
を
押
し
、
金

融
機
関
窓
口
へ
持
参
い
た
だ
い
て

い
た
お
申
し

込
み
が
、
市

役
所
の
窓
口

（
収
納
課
ま

た
は
市
民
課

国
保
担
当
）
で
、
そ
の
場
で
手
続

き
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
対
応
金
融
機
関

・
郵
便
局

・
山
梨
中
央
銀
行

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
手
続
き
完
了

全
国
自
治
体
初 

口
座
振
替
サ
ー
ビ
ス

　平成１６年４月の消費税の総額表示の義務化に伴う経

過措置（旧消費税法施行規則第２２条第１項）の期間が

３月末日をもって終了したため、従来は１０円未満の端

数について切捨てで計算していた上下水

道料金が、４月検針分以降は１円単位に

なります。

※下表の計算例を参照ください。

　なお、使用水量によっては、１０円未

満の端数が生じない場合もあります。

■お問い合わせ

　上下水道課水道管理担当（内線６１６）

　　　　　　下水道担当 （内線６１４）

上下水道の料金計算
端数処理が変わります

２か月の
使用水量

水道料金
（旧）

水道料金
（新）

0 ～ 20 ㎥
（基本水量） 2,310 円 ( 変更なし )

38 ㎥ 4,570 円 4,578 円
87 ㎥ 10,750 円 10,752 円
120 ㎥ 15,960 円 ( 変更なし )

２か月の
使用水量

下水道料金
（旧）

下水道料金
（新）

0 ～ 20 ㎥
（基本水量） 1,470 円 ( 変更なし )

38 ㎥ 3,070 円 3,076 円
87 ㎥ 7,870 円 7,875 円
120 ㎥ 11,650 円 11,655 円

■具体的な計算例（口径 13 ㎜の場合）

上手に使って正しく処理を
自己搬入の日
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■
飼
主
の
義
務

　

犬
の
飼
主
は
毎
年
１
回
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
、「
狂

犬
病
予
防
法
」
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
狂
犬
病
の
発
症
を
未

然
に
防
ぐ
に
は
、
予
防
注
射
以
外

に
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■
注
射
を
受
け
る
に
は

　

別
表
の
と
お
り
予
防
注
射
と
犬

の
登
録
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

市
か
ら
郵
送
済
み
の
ハ
ガ
キ
と
必

要
な
料
金
を
ご
用
意
の
上
、
最
寄

り
の
会
場
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
環
境
保
全
担
当

　
　

  　

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

飼
い
主
の
義
務
で
す

予防注射・登録会場（２班）
日　　時 場　　所 町名

４
月
25
日
（
水
）

９：００ ～ １０：１０ 藤井公民館
藤井

１０：２０ ～ １０：４０ 坂井公民館

１０：５０ ～ １１：２０ 中條上野公民館 中田

１：００ ～ １：４５ デイサービスなごみの郷入口
穴山

２：００ ～ ２：２０ 久保公民館

２：３０ ～ ３：００ 小田川ゲートボール場前
中田

３：１０ ～ ３：４０ 中田公民館

４
月
26
日
（
木
）

９：１５ ～ ９：４５ 上円井公民館

円野９：５５ ～ １０：３０ 旧 JA 梨北円野支所裏

１０：４０ ～ １１：１０ 入戸野公民館

１１：２０ ～ １１：５０ 折居公民館

清哲１：１０ ～ １：３５ JA 梨北韮崎西支店

１：４５ ～ ２：１０ 御杉公民館

２：２０ ～ ２：４０ 泉勝院
神山

２：５０ ～ ３：２０ 旧神山公民館跡地

４
月
27
日
（
金
）

９：００ ～ ９：２０ 御堂住宅広場
神山

９：３０ ～ １０：００ 鍋山公民館

１０：２０ ～ １１：００ 金山神社

旭
１１：１０ ～ １２：００ 旭公民館

１：３０ ～ １：５０ 鍛冶屋公民館

２：００ ～ ２：４０ 南割公民館

２：５０ ～ ３：４０ 龍岡公民館 竜岡

予防注射・登録会場（１班）
日　　時 場　　所 町名

４
月
25
日
（
水
）

９：００ ～ ９：３０ 祖母石公民館

韮崎

９：４０ ～ １０：１０ 一ッ谷公民館

１０：３０ ～ １１：００ 市民会館５階駐車場

１１：１５ ～ １１：４５ フジミモールやまと南側駐車場

１：００ ～ １：４０ 岩下公民館

１：５０ ～ ２：１０ 上ノ山公民館

２：３０ ～ ３：００ 商工会館前駐車場

３：１０ ～ ３：４０ 市営体育館駐車場

４
月
26
日
（
木
）

９：００ ～ ９：３０ 上の原公民館

穂坂

９：４０ ～ １０：２５ 穂坂コミュニティセンター

１０：４０ ～ １１：００ 柳平公民館

１１：２０ ～ １１：４０ 原公民館

１：３０ ～ １：５０ 三之蔵公民館

２：００ ～ ２：３０ 日之城公民館

２：５０ ～ ３：３０ 駒井極楽寺 藤井
４
月
27
日
（
金
）

９：００ ～ ９：４０ 若尾新田公民館 竜岡

９：５０ ～ １０：５０ 若尾公民館 大草

１１：１０ ～ １１：５０ 坂の上公民館 竜岡

１：３０ ～ ２：４０ JA 梨北大草共選所 大草

２：５０ ～ ３：４０ 龍岡公民館 竜岡

平成１９年度狂犬病予防注射 /登録
日程表・諸経費一覧

狂
犬
病
予
防
注
射

狂犬病予防注射諸経費
内訳 登録済の犬 新規登録の犬

注射料金 ２，８５０円 ２，８５０円

注射済票 ５５０円 ５５０円

登録手数料 ０円 ３，０００円

合計 ３，４００円 ６，４００円

　

狂
犬
病
は
、
病
気
に
感
染
し
た
犬
な
ど
の
哺
乳
動
物
が

人
を
咬
ん
だ
時
に
、
傷
口
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
て
起

こ
る
病
気
で
す
。発
病
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％
死
亡
す
る
、

大
変
恐
ろ
し
い
感
染
症
で
す
。

　犬・猫の繁殖を希望しない場合は、野良犬・
野良猫の増加防止のためにも、不妊・去勢手術
を必ず行いましょう。
　市では、次のとおり、犬・猫の不妊・去勢手
術の費用の一部を助成しています。

■助成金額

　

■申請方法
　必ず手術前に市民課環境保全担当の窓口で助
成券の申請を行い、市が指定する動物病院で手
術を受けてください。

※手術後の申請はできません。ご注意ください。

■お問い合わせ
　市民課環境保全担当（内線１３１・１３２）

区分 不　妊 去　勢
犬 ７，０００円 ５，０００円
猫 ５，０００円 ４，０００円

犬や猫の不妊・去勢手術を
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女
性
に
開
か
れ
た
学
び
の
場
と

し
て
、「
婦
人
大
学
」
は
、
ま
た
と

な
い
機
会
と
言
え
ま
す
。
月
に
一

度
の
講
座
等
は
無
理
な
く
出
席
で

き
、
著
名
な
講
師
の
講
演
が
聴
講

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ま
た
、

研
究
会
（
書
道
・
俳
句
・
き
り
絵
・

料
理
・
手
芸
・
陶
芸
）、
歌
、
ミ
ニ

講
座
も
あ
り
、「
出
会
い
」「
学
び
」

が
、
あ
な
た
の
人
生
を
豊
か
に
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
に

「
婦
人
大
学
」
の
講
座
を
加
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
男
性
（
30
名
）
の
聴

講
も
可
能
で
す
。

■
開
催
日
程

　

開
講
式　

４
月
19
日
（
木
）

　

毎
月
１
回
開
催
（
時
間
共
通
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

市
民
会
館
５
階
大
ホ
ー
ル

■
学
習
内
容

　

各
界
著
名
人
の
講
演

　

研
究
会
・
移
動
学
習
等

■
学
費　
　
　

年
間
４
千
円

■
申
込
期
限　

４
月
10
日
（
火
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

 

・
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
６
８
）

 

・
市
中
央
公
民
館
（
市
民
会
館
内
）

☎
２
２
ー
１
１
２
１

　

超
高
齢
化
社
会

の
21
世
紀
は
、
福

祉
・
芸
術
・
文
化

が
大
き
な
役
割
を

果
た
す
時
代
で
す
。

　

高
齢
者
の
み
な

さ
ま
が
、
家
に
こ

も
ら
ず
元
気
に
活

動
さ
れ
る
機
会
と

し
て
、
本
学
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
程

　

開
講
式　

４
月
20
日
（
金
）

　

毎
月
１
回
開
催

  

（
時
間
共
通
・
最
終
日
除
く
）

　
　
　

 
 

12
時
30
分
～
14
時
45
分

■
場
所

　

市
民
会
館
５
階
大
ホ
ー
ル

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
介
護
担
当

　
　
　
　
　
　
　

  

（
内
線
１
７
８
）

月
日
（
曜
日
）

内　
　
　
　
　

容

　
　
　

講　
　

師　
　

等

４
月
19
日
（
木
）
開
講
式　

「
記
念
講
演
」

韮
崎
市
長 

横
内
公
明

５
月
17
日
（
木
）
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
「
私
の
満
点
健
康
法
」

武
蔵
野
学
院
大
学
教
授 

輪
嶋
直
幸

６
月
21
日
（
木
）
人
に
会
う
っ
て
素
晴
ら
し
い
！

～
客
室
乗
務
員
か
ら
月
泉
亭
女
将
へ
の
転
身
～

「
月
泉
亭
」
女
将 

折
山
比
亭
呼

７
月
７
日
（
土
）“
そ
の
時
歴
史
が
動
い
た
”
の
現
場
か
ら

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 
松
平
定
知

８
月
23
日
（
木
）
超
高
齢
化
社
会
の
脳
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
法

諏
訪
東
京
理
科
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授 
篠
原
菊
紀

９
月
20
日
（
木
）
～
大
人
の
生
涯
学
習
～　

夢
の
あ
る
自
分
づ
く
り

女
優
・
キ
ャ
ス
タ
ー 

石
井
苗
子

10
月
18
日
（
木
）
食
は
運
命
を
左
右
す
る
！

ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

阪
口
由
美
子

11
月　

  

※
未
定

近
県
日
帰
り
視
察
旅
行

移
動
学
習
（
予
定
） 

12
月
13
日
（
木
）
～
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
～

治
安
回
復
は
健
全
な
家
庭
の
構
築
か
ら

元
警
視
庁
警
ら
部
長 

田
宮
榮
一

１
月
17
日
（
木
）
話
し
上
手
、
そ
し
て
や
さ
し
い
聴
き
上
手
へ

漫
才
師 

春
日
三
球

２
月
14
日
（
木
）
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー
の
扉
を
開
こ
う
！

音
楽
療
法
士 

高
本
恭
子

３
月
６
日
（
木
）
閉
講
式　

お
楽
し
み
会

武田の里婦人大学講座日程

受
講
生
募
集

韮崎市老壮大学講座日程
月
日
（
曜
日
）

内　
　
　
　
　

容

　
　
　

講　

師　

等

４
月
20
日
（
金
）
開
講
式
「
特
別
講
演
」

韮
崎
市
長 

横
内
公
明

５
月
18
日
（
金
）「
老
人
性
認
知
症
予
防
啓
発
劇
」

講
師 

山
梨
生
き
い
き
劇
団

６
月
22
日
（
金
）「
若
く
美
し
く
“
ボ
ケ
”
知
ら
ず
に
老
い
る
の
は
？
」
講
師 

西
川
ひ
か
る

７
月
13
日
（
金
）「
聞
い
て
み
よ
う
、
見
て
み
よ
う
、
や
っ
て
み
よ
う
」
講
師 

伊
南
善
仁

８
月
24
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ
大
会

司
会
・
歌
謡
シ
ョ
ー 

山
本
美
紀

９
月
14
日
（
金
）
映
画
鑑
賞

10
月
19
日
（
金
）
老
大
寄
席
「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」

講
師 

林
家
種
平

11
月
22
日
（
木
）「
ゴ
ス
ペ
ル
ソ
ン
グ
に
救
わ
れ
て
」

～
苦
し
い
と
き
こ
そ
夢
と
希
望
と
音
楽
を
～

講
師 

市
岡
裕
子

12
月
７
日
（
金
）
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
保
育
園
児
遊
戯
・
ビ
ン
ゴ
大
会
）

１
月
18
日
（
金
）「
ど
う
し
ま
す
か
？ 

中
高
年
か
ら
の
二
人
暮
ら
し
」

講
師 

佐
野
達
夫

２
月
１
日
（
金
）「
い
つ
だ
っ
て
、
健
康
が
一
番
」

講
師 

矢
伏
真
理

３
月
７
日
（
金
）
修
了
式
・
大
学
祭　

※
10
時
30
分
〜
14
時

第
30
期
武
田
の
里
婦
人
大
学

第 39 期韮崎市老壮大学 受講案内

※日程・講師等は変更する場合があります。

※日程・講師等は変更する場合があります。

　「広報にらさき」および「韮崎市
ホームページ」に、有料で広告掲
載を希望する広告主を募集します。

　広告掲載の申込方法については、企
画財政課までお問い合わせいただくか、

ホームページ（http://www.city.nirasaki.lg.jp）をご覧ください。

■お問い合わせ：企画財政課企画推進担当（内線３５６）

　◆広報にらさき（紙面広告）
　・２色刷りページ１枠（縦 50mm ×横 85mm）
　　月額１０，０００円

　◆韮崎市ホームページ（バナー広告）
　・トップページ１枠（縦 60pixel ×横 150pixel）　
　　月額　５，０００円

※デザイン・色彩等は、紙面・WEB ページと調和
　のとれたものとし、市と広告主との間で協議の
　うえ決定します。

※掲載する広告（広報）のほぼ原寸大のサイズです。

広告募集
※掲載するバナー広告（HP）の
　サイズ（イメージ）になります。
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広報では、武田の里にらさきで行われる行事や、

あなたの身の回りの話題を募集しています。

市役所企画財政課企画推進担当

☎ 22‐1111（内線 356）までご連絡ください。

「一番勉強になったのは、そのサービス精神？」

　楽団で一番下手な
チェロ弾きが、夜な夜
な訪れる動物とのやり
取りを通じ、最後にす
ごい演奏を聴かせるよ
うになる宮澤賢治の童
話、『セロ弾きのゴー
シュ』。３月１０日に
市民会館で行われた

「朗読のつどいスペシャル」では、朗読・表現なみの会主催
の河野司さん（読み語り）が、有泉芳史さん（チェロ）、山
本晴美さん（鳴らし手）との協演で、賢治の世界をみごとに
表現。その朗読と楽器が織り成す
アンサンブルの妙は、ゴーシュの
朗読会のために書かれたオリジナ
ル曲を、語りのリズムに合わせる
ことによって生み出された「ここ
ろのハーモニー」とでも呼ぶべき
ものでした。
　今回のスペシャルのテーマ、“こ
ころからこころへ”にふさわしい
響きで、聴く人に朗読と音楽の魅
力を再発見させてくれました。

　３月１０日、東京エレクトロンＡＴ（株）とのパートナーシッ
プ協定（ネーミングライツ）締結の記念事業として、数学者で
大道芸人でもあるピーター・フランクルさんをお迎えし、「人生
を楽しくする方程式」と題した講演会が行われました。
　開会行事の後、ステージの緞

どんちょう

帳が上がると、カラフルな衣装
を身に着けたピーターさんが登場。華麗なジャグリングを見せ
ながら、「数学よりも日本語の方が苦労しました（笑）」と語る
など、楽しい雰囲気の中で講演が始まりました。

　生きるうえで最も
大切な「時間を有効
に使うこと」につい
て話してくれたピー
ターさん。講演の合
間には気軽にサイン
や握手に応じてくれ
るなど、会場に集
まった市民の方たち
と交流し、終始楽し
ませてくれました。

「まさにスペシャルなアンサンブル♪」
　３月２１日の春分の日に行われ、峡北に春
を呼ぶ韮崎の伝統的な春祭りとして親しまれ
てきた「窟観音祭典」。
　今年も雲岸寺の周辺に立ち並ぶ露店には、
大勢の人が行き交い、賑わいをみせました。
　またこの日は、窟観音の由来である「弘法
大師御尊体像」をはじめ、「聖観世音菩薩像」
「千体仏（千体地蔵尊）」を見に多くの人たち
が集まったのですが、先月号でご紹介した千
体の仏様の中から、参拝者の方は、自分と目
が合う「一体」を見つけられたのでしょうか？

「春の到来、賑わう往来」
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　中央公民館で開催している「子育てサロン『銀河鉄道』」。
３月７日は相川緑さんを講師に、「ヨガでリラックス」と題
したヨガ教室が、市民会館で行われました。
　子育て中のお母さんは、肩こりや腰痛に悩まされるもの。
その改善を中心にメニューを作成したという先生から、体

を伸ばす方法などが
紹介され、約２０名
のママが、時には子
どもたちに妨害？さ
れながらも、色々な
ヨガのポーズに挑戦
しました。
　ヨガ教室終了後、
軽く汗をかいた参加
者は、「普段使わな
い部分を伸ばし、体
も気分的にもほぐれ
たような気がしま
す」と、さわやかに
語ってくれました。

「子どもと一緒に伸び伸びと・・・」

　武田の里にスポットライト――２月２２日に放送された
ＵＴＹ『ウッティな木曜日』の韮崎市特集は、武田の史跡
をめぐりながら、最後にムク台の烽火台から勝

かち ど き

鬨の「のろし」
をあげるという企画。今回の番組では、信義公御霊所、阿
弥陀三尊のある願成寺をはじめ、神山町を中心に市内の色々
な場所や人々が紹介されました。
　また、放送当日は、黒塚まやアナ、小林是綱さんが、夜
の闇の中にライトアップされた武田八幡宮から生中継で出
演するなど、武田関
連で盛り上がりを見
せる韮崎市に、大き
なスポットが当てら
れました。
　「残念ながら、放
送を見逃してしまっ
た！」という方、Ｕ
ＴＹウッティな木曜
日のホームページに
当日の放送内容が
載っていますので、
ぜひチェックしてみてください。（http://www.uty.co.jp/utty）

「韮崎の空に烽
の ろ し

火をあげろ！」
　

「
初
め
て
の
小
学
校
入
学
。
最
初

の
子
ど
も
な
の
で
ド
キ
ド
キ
し
ま

す
ね
」（
法
香
さ
ん
）

　

大
草
町
の
秋
山
さ
ん
の
お
家
。

女
の
子
２
人
と
男
の
子
１
人
の
３

人
兄
弟
の
中
で
、
一
番
上
の
鮎
奈

ち
ゃ
ん
が
、
こ
の
春
、
甘
利
小
学

校
の
１
年
生
に
な
り
ま
す
。

　

「
早
く
学
校
に
行
き
た
い
な
。
大

き
な
プ
ー
ル
が
あ
っ
て
、
お
友
達

も
た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
よ
」

　

真
新
し
い
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
た
鮎
奈
ち
ゃ
ん
は
、
嬉

し
そ
う
に
家
族
み
ん
な
に
見
せ
な

が
ら
、
小
学
校
の
門
を
く
ぐ
る
日

を
、
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

「
私
た
ち
が
小
学
校
に
入
っ
た
頃

と
は
、
色
々
な
環
境
が
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
け
ど
、
友
達
を
い
っ

ぱ
い
つ
く
っ
て
、
好
き
な
こ
と
を

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　

お
母
さ
ん
が
優
し
く
微
笑
ん
だ
。

ラ
ン
ド
セ
ル
、
重
く
な
い
も
ん
！

【今月の表紙】今年小学校に入学する秋山鮎奈ちゃん

　乳児、幼児、児童、生徒と、その呼び名が
変わるように、次のステップへと成長してい
く子どもたちにとって、春は新しいステージ
の幕開けです。
　「行ってきます」と家を出て、期待とちょっ
ぴり不安をいだきながら、昨日までと違う道
を歩き始める姿に、温かい眼差しを向けてく
れるのは、親だけではありません。
　「地域の子ども」を見守るため、通学路に
立つスクールガードの方々が、子どもたちに
言葉をかけて
くれます。
　ピカピカの
ランドセルを
背負った新１
年生も、その
優しさに触れ
ながら、元気
に登校できる
でしょう。

いろいろな人たちに見守られて
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山
に
木
を
植
え

る
こ
と
を
通
じ
て
、

自
然
を
大
切
に
す

る
心
を
養
い
、
ふ

る
さ
と
の
山
に
対

す
る
誇
り
を
子
ど
も
た
ち
に
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
今
年
の
「
に
ら

さ
き
子
ど
も
未
来
塾
」
で
は
、
甘

利
山
へ
の
植
樹
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

５
月
に
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
作

成
し
、
６
月
に
植
樹
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
両
日
あ
わ
せ
て
参
加
で

き
る
小
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時

　

５
月
13
日
（
日
）
７
時
30
分

　

（
韮
崎
市
役
所
駐
車
場
に
集
合
）

■
場
所

　

甘
利
山
（
バ
ス
で
移
動
）

■
内
容

  

・
甘
利
山
ハ
イ
キ
ン
グ

　

（
甘
利
山
倶
楽
部
に
よ
る
）

 

・
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
作
り

※
雨
天
の
場
合
は
内
容
を
一
部
変

　

更
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
定
員

　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

30
組

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　
　

　

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
学

校
名
（
学
年
）
を
記
載
の
う
え
、

５
月
２
日
（
水
）
ま
で
に
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

社
団
法
人　

韮
崎
青
年
会
議
所

　

担
当
湯
舟
ま
で
（
☎
０
９
０
ー

　

４
７
０
６
ー
３
５
１
７
）

　

穂
坂
水
泳
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
、
水
泳

を
通
じ
て
、「
健
康

な
身
体
と
心
を
養

う
」「
規
律
と
あ
い

さ
つ
の
大
切
さ
を

学
ぶ
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
初
心
者
で
も
大
丈

夫
！　

コ
ー
チ
の
指
導
で
、
み
ん

な
と
一
緒
に
練
習
す
れ
ば
泳
げ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
泳
ぎ

が
得
意
な
子
も
、
大
会
に
参
加
し

て
泳
ぐ
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

水
泳
に
興
味
の
あ
る
元
気
な
子

ど
も
の
入
団
を
待
っ
て
い
ま
す
。

引越しをされる方へ

　移転先での新生活を快適な

ものにするために――

　引越しの依頼をする際には、

トラブル防止の上でも、事前

の「見積り」が非常に重要に

なります。値段だけにとらわ

れず、信頼性やサービスの質

も考慮して、許可を受けた運

送業者を選びましょう。

　また、荷物の破損を防ぐた

めにも、しっかりと梱包し、

特に壊れやすいパソコン等電

子機器の取扱いは、運送事業

者としっかり打合せましょう。

　なお、事前の見積もり以降

に荷物が増える場合や、エア

コン等の取り外し・不用品の

処分など、付帯サービスを依

頼する場合は、あらかじめ事

業者にご相談ください。

　引越しが終了した後は、必

ず荷物のチェックをしましょ

う。運送事業者の責任は、引

渡しから３か月以内です。

■お問い合わせ

　関東運輸局山梨運輸支局

☎０５５－２６１－０８８０

■
対
象　

市
内
の
小
学
生

■
練
習
概
要

　

《
５
月
～
11
月
》
※
月
３
回

　
　

第
１
、
第
２
、
第
４
土
曜
日

　

《
夏
休
み
期
間
》

　
　

10
日
前
後
の
練
習

　

《
12
月
～
３
月
》

　
　

体
力
づ
く
り
・

　
　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

■
場
所　

・
穂
坂
小
学
校
プ
ー
ル

　
　
　
　

・
ブ
ル
ー
ア
ー
ス
韮
崎

■
団
費
（
学
年
に
よ
り
相
違
あ
り
）

　

年
５
千
５
百
円
～
６
千
円

■
お
問
い
合
わ
せ

 

・
保
護
者
会
長　

相
川　

昌

☎
２
２
ー
１
６
６
６

 
・
代
表
コ
ー
チ　

野
尻
美
穂
子

☎
２
２
ー
０
６
１
５

 

・
担
当
コ
ー
チ　

海
瀬　

一

☎
２
２
ー
３
５
３
８

　

ロ
ー
プ
結
び
に
、
野
外
炊
飯
、

野
外
で
で
き
る
パ
ン
づ
く
り
な
ど
、

親
子
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
体
験
入
隊
お
よ
び
説
明
会
》

■
日
時

　

４
月
14
日
（
土
）
10
時
～
13
時

■
場
所

　

甲
斐
市
ラ
イ
オ
ン
の
森

　

（
玉
幡
中
学
校
北
側
駐
車
場
）

■
対
象

　

年
中
児
～
小
学
校
６
年
生

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
甲
府
第
２
団

 

・
武
井　

篤
胤

☎
０
５
５
ー
２
７
６
ー
５
３
５
４

 

・
小
宮
山　

貴
彦

☎
０
５
５
ー
２
３
２
ー
８
５
０
５

親
子
で
体
験
し
て
み
よ
う

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
募
集

甘
利
山
に
ツ
ツ
ジ
を
植
え
よ
う

に
ら
さ
き
子
ど
も
未
来
塾

い
っ
し
ょ
に
泳
ご
う
！

穗
坂
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
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日
常
生
活
の
便
利
化
な
ど
に
伴

い
、
日
頃
運
動
す
る
機
会
や
体
を

動
か
す
場
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
「
い
つ
で
も
・
気
軽
に
・
い
ろ
ん

な
種
目
に
参
加
で
き
る
場
を
提
供

し
て
い
る
ク
ラ
ブ
」、
そ
れ
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

ご
自
分
の
体
力
・
年
齢
・
目
的

等
に
合
っ
た
種
目
を
探
す
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
体
験

に
き
て
く
だ
さ
い
。

■
年
会
費

　

《
正
会
員
》　

  

・
一
般
（
18
歳
以
上
の
社
会
人
）

   　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
１
千
円

  

・
学
生
（
大
学
・
専
門
）
８
千
円

  

・
小
・
中
・
高
校
生　
　

５
千
円

 

・
幼
児　
　
　
　
　
　
　

３
千
円

☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
割
引

　

大
人
一
人
に
対
し
子
ど
も
一
人

　

２
千
５
百
円
割
引
に
な
り
ま
す

　

《
団
体
会
員
》

  

・
団
体
登
録
会
員
（
一
人
当
た
り
）

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
千
円

■
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
（
任
意
）

  

・
高
校
生
以
上　
　
　

千
５
百
円

  

・
中
学
生
未
満　
　
　
　

５
百
円

■
会
員
特
典

 

・
色
々
な
種
目
に
参
加
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

  

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
い
つ

　

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

  

・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
自
由
に
使
用

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
ス
ク
ー
ル

 

・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

  

・
テ
ニ
ス

 

・
少
年
・
少
女
・
女
子
・
キ
ッ
ズ

　

サ
ッ
カ
ー

  

・
パ
ワ
ー
ヨ
ガ

  

・
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
体
験

■
サ
ー
ク
ル

 

・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

 

・
フ
ッ
ト
サ
ル

 

・
社
交
ダ
ン
ス

  

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

※
ス
ク
ー
ル
・
サ
ー
ク
ル
に
は
、

　

他
に
も
た
く
さ
ん
の
種
目
が
あ

　

り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
２
１
ー
２
２
５
５

２
２
ー
０
４
９
８

　

山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
法

律
事
務
所
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士

会
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
『
無

料
法
律
相
談
会
』
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
■
開
催
日

 

・
水
曜　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

 

・
木
曜　

10
時
00
分
～
12
時
10
分

 

・
金
曜　

15
時
00
分
～
17
時
00
分

 
・
第
４
土
曜
（
臨
床
法
務
授
業
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
場
所

　

山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
棟

　

１
階
法
律
事
務
所

■
相
談
（
完
全
予
約
制
）

　

１
人
40
分
位

　

民
事
、
刑
事
、
行
政
事
件
全
て

　

に
対
応
し
ま
す
。

　
■
お
問
い
合
わ
せ

☎
０
５
５
ー
２
２
４
ー
１
９
４
０

◆市民栄養相談（要予約）
 「食」に関する心配ごとや疑問の相談。
※予約は保健福祉センター（☎２３ー４３１０）
　にて電話受付。

◆心配ごと相談
生活・身の上等の日常生活の悩みに関する相談。
毎週月曜日　１０：００〜１５：００
市役所にて

◆無料法律相談（要予約）
土地建物・契約・相続・交通事故・金銭関係など、
法律的な相談であればどんな内容でも可。

４月の相談日は、
　２６日（木）１３：００〜
相談時間は、１人３０分以内。
※予約受付は、
４月１０日（火）９：００〜
企画財政課（内線３５６）で
電話受付。

◆物忘れ相談
認知症予防・介護についての相談。
毎月第２火曜日　９：３０〜１６：００
保健福祉センターにて

◆家庭児童相談
子どもや家庭に関する悩みの相談。
毎週木曜日　１０：００〜１６：００
市民会館にて

◆学校教育相談
学習・いじめ・不登校など学校教育に関する
悩みや不安の相談。
毎週月・火・水曜日　９：３０〜１６：００
市民会館にて

◆結婚相談（要予約）
結婚相手の紹介や相談に応じ、幸せな家庭が築け
るよう協力。
毎週火・金曜日　１３：００〜１６：００
市民会館１階結婚相談所にて（☎２２ー９７１１）

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院

無
料
法
律
相
談
会
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◎これまでの治療は鎮痛薬や抗リウマチ薬で症状を抑えていました。
　関節リウマチは関節に炎症が起き骨が徐々に破壊されていく病気です。これ
までの治療法は痛みを抑えるための鎮痛薬やステロイド薬と、病気の大もとで
ある免疫の部分に働いて関節破壊を抑える抗リウマチ薬が主として使われてい
ました。

　特にメトトレキセートという抗リウマチ薬は、ほぼ 4 人に 1 人は症状が全く無くなったり、ある程度満足
のいく良好な状態にコントロールできる患者さんも 4 人に 1 人程度います。しかし約半数の患者さんについ
ては進行を食い止めることができませんでした。

◎生物製剤は関節破壊をほぼ抑制し寿命を延ばします。
　免疫は体に侵入してきた細菌などの外敵を攻撃し体を守っており、その役割を担っ
ているのが炎症性サイトカインです。ところがリウマチでは外敵がいないのに炎症
性サイトカインで自らの関節を攻撃してしまいます。なかでも関節リウマチの関節
では TNF αという炎症性サイトカインが大量に作られており、関節に腫れや痛みや
変形を起こすのですが、この働きを止める薬が日本でも２００３年７月に承認され
ました。９割以上の人に効果がみられ、４割以上に著効がみられます。
　そして何よりすごいのは関節破壊がほぼ抑制され寿命も長くすることが明らかに
なっていることです。しかし感染症などの副作用も稀にあり、使用基準もあります
ので専門医に御相談下さい。

「母親が関節リウマチで通院しております。最近リウマチの薬
でよく生物製剤という言葉を耳にしますが、どういう薬なの

　　ですか？」
？

アドバイザー  韮崎市立病院
整形外科 医長 望月 和憲

◆パパ・ママ学級（要予約）
　妊産婦の食事、妊婦体操
　Ａコース１　４月１６日（月）１３：３０〜

◆すくすく教室（７か月）
４月１７日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１８年９月生まれ

◆よちよち教室（１１か月）
４月２４日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１８年５月生まれ

◆のびのび教室（２歳児）
４月２５日（水）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１７年３月生まれ

◆４か月児健診
４月２７日（金）

受付時間　１３：００〜１３：３０

対象：Ｈ１８年１２月生まれ

◆１歳６か月児健診
４月１３日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１７年９月生まれ

◆３歳児健診
４月２０日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１６年３月生まれ

◆にこにこ子育て
　相談室（要予約）
　４月２６日（木）
　９：３０〜１６：００

◆母子健康手帳交付・
　妊婦相談・一般健康
　相談
　毎週月〜金曜日
　９：３０〜１６：００

◆健康トレーニング教室
　４月１６日、２３日（月）
　１３：３０〜１５：３０

◆心のデイケア
　４月１２日、２６日（木）　１０：００〜

◆陸上ウォーキング教室（当日申込可）
　４月１２日（木）　穴山さくら公園
　４月２８日（土）　午頭島公園
　受付　９：００〜　出発　９：３０～

◆ポリオ予防接種
　４月１８日（水）、２６日（木）市営体育館
　１３：３０〜１４：３０

子育て教室
持ち物／各種健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

育児健康相談等
持ち物／各種健康手帳

健康づくり教室
持ち物／各種健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

乳幼児の健診
持ち物／母子健康手帳・バスタオル・
　　　　保険証・印鑑

　■お問い合わせ・会場は、
　　韮崎市保健福祉センター （本町３−６−３）
　　☎２３ー４３１０／ ２３ー４３１６
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山
梨
県
で
は
、
不
妊
に
悩
む
ご

夫
婦
等
を
対
象
に
、
不
妊
に
関
す

る
個
別
の
相
談
、
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
さ
れ
た
方

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

き
め
細
か
く
対
応
し
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
も
十
分
配
慮
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
利
用
下
さ
い
。

■
相
談
内
容

　

不
妊
と
は
／
不
妊
治
療
検
査
に

　

つ
い
て
／
不
妊
治
療
を
行
っ
て

　

い
る
医
療
機
関
情
報
／
不
妊
に

　

関
し
て
の
悩
み　

な
ど

■
電
話
相
談
（
専
用
電
話
）

　

毎
週
水
曜
日　

15
時
～
19
時

　
　

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
２
２
１
０

■
面
接
相
談
（
要
事
前
予
約
）

　

  

《
原
則
、第
２
・
３
・
４
水
曜
日
》

 

・
電
話
相
談
日
に
専
用
電
話
で
予

　

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
専
門
医

　

師
や
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
対

　

応
し
ま
す
。

 

・
相
談
場
所　

県
民
情
報
プ
ラ
ザ

　

２
階｢

ル
ピ
ナ
ス｣

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
健
康
増
進
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
４
９
６

　

輸
血
用
の
血
液

に
は
有
効
期
限
が

あ
り
ま
す
が
、
血

液
が
使
わ
れ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
療
機
関
で
は
、
健
康
な
み

な
さ
ん
の
血
液
が
、
毎
日
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
は
企

業
献
血
が
大
幅
に
減
少
す
る
ほ
か
、

天
候
の
変
化
で
体
調
を
崩
す
方
が

増
え
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
献
血
者

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
春
の
献
血
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
あ
わ
せ
巡
回
献
血
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

４
月
26
日
（
木
）

　
　
　

・
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　

・
12
時
30
分
～
15
時
30
分

■
会
場　

市
役
所
庁
舎
前

■
協
力

　

韮
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

韮
崎
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

韮
崎
市
商
工
会

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
韮
崎

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

☎
２
３
ー
４
３
１
０

２
３
ー
４
３
１
６

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
わ
け
て
く
だ
さ
い

献
血
の
日

祖母石、一ツ谷、水神、1 〜５丁目、若宮、旭、日の出、西町、富士
見ヶ丘、中島、高河原 ( 韮崎駅経由 ) 	 １２日 ( 木 )

富士見、岩下、上の山 ( 韮崎駅経由 )	 １３日 ( 金 )

穂坂町権現沢、上の原、上今井、
原、長久保	 １６日 ( 月 )

穂坂町日の城、三之蔵、
三ッ沢上下、飯米場	 ３日 ( 火 )・１７日 ( 火 )

穂坂町柳平、宮久保、鳥の小池	 ２日 ( 月 )・１９日 ( 木 )

藤井町全区	 ４日 ( 水 )・２３日 ( 月 )

中田・穴山町全区	 ５日 ( 木 )・２４日 ( 火 )

円野町全区  ( 一ツ谷経由 )	 ６日 ( 金 )・２５日 ( 水 )

清哲、神山町全区  ( 一ツ谷経由 )	 ９日 ( 月 )・２６日 ( 木 )

旭町全区  ( 一ツ谷経由 )	 １０日 ( 火 )・２７日 ( 金 )

大草・竜岡町全区	 １１日 ( 水 )

静心寮	 １８日 ( 水 )

老壮大学	 ２０日 ( 金 )

巡回日程に変更がある場合は、
区長を通じて連絡します。

お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　（☎22-6944/ 22-6980）

こぶし号 老人福祉センターバス （４月巡回日程）

　○材料（６人前）
　・パイン缶　１缶
　・小麦粉　　１．５カップ
　・重曹　　　小さじ１（３グラム）
　・砂糖　　　１．５カップ
　・卵　　　　４個
　・酒　　　　大さじ１
　・サラダ油　大さじ１
　・バター（マーガリン）大さじ１（１３グラム）

　○栄養成分（１人当たり）
　・総カロリー　３３６ｋｃａｌ
　・たんぱく質　１０．４グラム
　・脂質　　　　１０．３グラム
　・カルシウム　４６．３ミリグラム

パイナップルケーキ
　パイナップルに含まれるビタミンＢ１は、新陳
代謝をよくし、疲労回復にも効果があります。
　また、パイナップルには食物繊維も含まれてい
るので、便秘にも効果的です。
　このケーキは、フライパンで手軽に調理出来ま
すので、子どものおやつに、奥様方のティータイ
ムに最適です。

　　　　　　　　レシピ提供：藤井町食生活改善推進員会

○作り方　  

⑴�　フライパンに大さじ１杯（１３グラム）のバターを入れ、火をつ
けてバターが溶けたら火を止める。

⑵�　パイン缶を切り、フライパンにパインを真ん中に１つ、そのまわ
りに６つ並べておく。

⑶�　卵の黄味と白味を分けてボールに入れる。

⑷　白味をホイップする。（角が立ったか、つまようじを立ててみる）

⑸　小麦粉と重曹をホイップの中にふるいにかけて入れる。

⑹　砂糖・酒・サラダ油・卵の黄味を入れて混ぜる。

⑺　⑹をパインを並べたフライパンの中に流し込み、ふたをする。

⑻　火をつけて中火で３分、弱火で１６分加熱する。

⑼　フライパンの上に皿を乗せ、裏返せばパインの面が上に出る。

⑽　６等分にカットする。

不
妊
に
関
す
る
お
悩
み

相
談
セ
ン
タ
ー 

ル
ピ
ナ
ス
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児童センターであそぼう 開館時間　月〜土曜日　  ９：００〜１９：００

０〜６歳（未就学）児は 保護者の同伴を お願いします。

◆公園へ行こう
　４月１３日（金）１０：００〜１１：３０

　目的地　中央公園ちびっこ広場

　集　合　現地集合

　持　物　おやつ・飲物

◆散歩に行こう
　４月２６日（木）１０：００〜１１：３０

　目的地　支援センター周辺（支援センター集合）

　持　物　おやつ・飲物

□保育園開放・子育て相談

・保育園開放　毎週水曜日１０：００〜１２：００
・子育て相談　面　　談　　８：３０〜１２：００

　　　　　　　電話相談　　８：３０〜１７：００

□例月のイベント

◆子育てトーク
　（子育てについて何でもお話ししましょう）
　４月４日（水）１０：３０〜１２：００

　※５月は２日（水）に開催します。

◆体位測定
　 （お子さんの身長・体重を測ります）
　４月２３日（月）１０：３０〜

◆誕生会に参加しましょう
　 （お友だちと一緒に）
　４月２７日（金）１０：００〜１１：３０

◆水曜ミニミニタイム
　 （歌・手遊び・シアターなど）

◆なかよし広場（お話や歌）
　４月１９日（木）・
　　　２６日（木）１１：００頃
 
◆寿ルーム（小学生対象）　　
　毎週月曜日

韮崎児童センター
（☎ ２２ー７６８７）

◆お話会
　４月２３日（月）１０：３０〜
　講師　お話サークル「ポラン」
 
◆なかよし広場（お話や歌）
　４月１６日（月）１１：００頃

北東児童センター
（☎ ２３ー５５５０）

◆ダンベル体操
　４月１９日（木）１０：３０〜
　講師　野尻美穂子先生・小池すみ子先生
　持物　室内シューズ
 
◆なかよし広場（お話や歌）
　４月１７日（火）・
　　　２４日（火）１１：００頃
 
◆作ってあそぼう（こいのぼり作り）
　４月２５日（水）１０：３０～　※要予約

甘利児童センター
（☎ ２３ー１５３５）

子育て支援センターにいらっしゃい！ 開設時間    月〜金曜日　１０：００〜１２：００
イベントのない日もお友だちが来てあそんでいるよ！

地域子育て支援センター
（藤井保育園内　☎ ２３ー７６７６）

◆手あそび歌あそび
　４月２０日（金）１０：３０〜
 
◆なかよし広場（お話や歌）
　４月２７日（金）１１：００頃

北西児童センター
（☎ ２２ー１７７５）

☆行事のない日でも、
各センターは開館して
ます。お子さんと一緒
に遊びに来てください。

☆小学生の行事は「パソ
コンを楽しもう」など、
ほかにもあります。

☆詳しくは、各児童セ
ンターにお問い合わせ
ください。

歌うことの好きな
お友達、一緒に歌
いましょう。
昨年度は、武田の
里音楽祭や、武田
の里文化祭、韮崎
町生涯学習フェス
ティバル等に出演
しました ｡

♪練習日　毎月第２・第４土曜日 １３：３０～

♪場　所　韮崎市民会館 5 階大ホールおよび
　　　　　東京エレクトロン韮崎文化ホール

♪年会費　２，０００円

♪申込み　４月２０日 ( 金 ) までに、
　　　　　市中央公民館 ( ☎２２ー１１２１）へ

韮崎シティジュニアコーラス 団員募集

□その他のイベント・講座

◆親子エアロビクス教室
　４月１０日（火）１０：３０〜１１：３０

　持　物　室内シューズ



朗読は「溝口朗読サークル」のみなさん。お楽しみに！

　日時　４月　７日（土）１４：００〜
　場所　市民会館４階　大会議室

　「６０歳のラブレター」　ＮＨＫ出版 編
　《山日文芸・児童文学》から

　「権三郎とふたりのかっぱ」　沢鳥一郎 作
（朗読 河西くに子さん・深田京子さん）

　「最後のお客」　しいなさいち 作
　（朗読 青山制子さん・石原明美さん・坂本君子さん・

渡辺薫さん ）※作者による風呂敷リュックの実演あり

　「虔十公園林」　宮澤賢治 作（朗読 永田京子さん）

※次回は５月１２日（土）を予定しています。

今月の朗読のつどい

今月のだっこの会
わらべ歌・手遊びなど
遊びや絵本に思わぬ反応が！
日ごろの親子のふれあいに。

　日時　４月２６日（木）
　　　　１０：３０〜
　場所　市民会館３階　和室

今月のお話会
絵本・紙芝居・工作・
パネルシアターなど
楽しいお話がいっぱい！　新しい本もぞくぞく紹介。
　日時　４月２８日（土）１０：３０〜
　　　　　　　　　　　※今回から時間が変更になります。

　場所　市民会館３階　和室

「ひとり日和」
青山  七恵 著（河出書房新社）

東京で暮らせるのであれば、なんだっ
てよかった――。２０歳の知寿が居候
することになった遠い親戚の７１歳の
吟子さんの家。ふたりが暮らした春夏
秋冬を通して、ヒロインの自立をしな
やかに描く。

〔第 136 回芥川賞〕

「ぼくってヒーロー？」
立石  彰

あきら

 作（講談社）

泣き虫の真一は、未来人ミスター・ド
ウミョウジに出会い、ＳＫＨ（スーパー
キッズヒーロー）になる。しかし、真
一はいつまでたってもヒーロー未満。
本物のヒーローになれる日は来るの？
新感覚の学園ファンタジー。

（一般書）「ラスト・イニング」
　　　　あさのあつこ 著（角川書店）

「介護保険、介護のお金がわかる本」
　　　　ほっとくる編集部 著（主婦の友社）

（児童書）「アローハンと羊―モンゴルの雲の物語」
　　　　興安（ひんがん） 作（こぐま社）

「人類がいどむ『いのち』と再生」
谷田和一郎 文（旺文社）

◎図書は、リクエストや予約もお受けいたします。

◎ご案内の「リサイクル文庫」にもご協力ください。

◎ご返却が遅れている方は、どうかお早めにお返しください。

新刊情報 図書館流通センター「週刊新刊全点案内」1509号より
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■４月の休館日
　毎週月曜日、２７日（金）２９日（日）です。
　お問い合わせは、韮崎市立図書館
　（☎２２ー１１２１ ／ ２２－２９１０）

4
月
の
標
語　

変
え
て
み
ま
し
ょ
う
家
事
分
担 

共
に
助
け
合
う 

良
い
機
会　
毎
月
第
１
日
曜
日
は
、
男
女
共
同
参
画
の
日

　

未
熟
児
網
膜
症
の
た
め
、
生
後

１
ヶ
月
で
光
を
失
う
。
７
歳
で

ジ
ャ
ズ
を
始
め
、
小
学
校
の
頃
か

ら
数
多
く
の
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ

活
動
を
行
い
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
響

け
僕
の
歌　

～
木
下
航
志
・
14
歳

の
旅
立
ち
～
」
で
大
き
な
反
響
を

呼
ぶ
。
ジ
ャ
ズ
、
ソ
ウ
ル
、
フ
ァ

ン
ク･

･
･

！　

魂
を
揺
さ
ぶ
る
そ

の
歌
声
と
ピ
ア
ノ
は
、
い
ま
確
実

に
注
目
を
集
め
て
い
る
。

◆
日
時　

４
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

14
時
30
分
開
演

◆
会
場　

大
ホ
ー
ル

◆
全
席
指
定　

３
千
５
百
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可

　

ギ
タ
ー
＆
ヴ

ォ
ー
カ
ル
よ
る

ポ
ッ
プ
ス
、
ア

フ
リ
カ
の
太
鼓
、

踊
り
を
披
露
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
な
ど
３
組
が

出
演
。
今
回
ご
来
場
の
お
子
様
は

無
料
で
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
す
く
い
」

が
出
来
ま
す
よ
。
ま
た
、
ご
来
場

の
方
全
員
に
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
（
株
）
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ

コ
バ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

◆
出
演　

天
野
朋
美

　
　
　
　

ド
ン
シ
ャ
カ
・
ピ
ー
ポ
ー

　
　
　
　

ま
な
び
ん
＆
は
る
み
ん

◆
日
時　

４
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

15
時
30
分
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
約
1
時
間
）

◆
会
場　

小
ホ
ー
ル

◆
全
席
自
由　

無
料
（
要
整
理
券
）

※
普
段
コ
ン
サ
ー
ト
を
見
る
こ
と

　

の
で
き
な
い
お
子
様
を
対
象
と

　

し
た
事
業
で
す
。
客
席
が
騒
が

　

し
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
会
場
・
お
問
い
合
わ
せ

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル

☎
２
０
ー
１
１
５
５

親
子
で
楽
し
も
う

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

魂を揺さぶる歌声とピアノ

木下 航志 ライブ
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「市民のひろば」では、みなさんの明るい笑顔が

あふれる話題・情報・写真をお待ちしております。

ご連絡は市役所企画推進担当（内線３５６）まで。

こ
の
広
報
誌
は
、古
紙
配
合
率
一
〇
〇
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

24

健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください
3 月中に市が支払った医療費をお知せします。　
　国民健康保険	 147,916,130 円	 ※１人当り 16,568 円（前月比	 4.24％増）
　老 人 保 健	 215,460,615 円	 ※１人当り 57,334 円（前月比	 0.32％増）

市の人口（３月１日現在）
　男	 １６，３４６人	 世帯数	 １２，２６６世帯
　女	 １６，７２５人	 前月比	 ０世帯
　計	 ３３，０７１人
　前月比　　	   －１０人

将
しょうご

吾くん（Ｈ 1 ７年４月生まれ）

村田 謹吾・文恵 さん  宅（上ノ山）

〜「元気で優しく大きく育ってね !!」〜

　めでたく金婚を迎えられた１７組のご夫婦が参加し、
２月２２日、市役所で「金婚夫婦を祝う会」が開催され
ました。これからもどうぞ、末永くお幸せに♡

結婚♥５０周年おめでとうございます

心
ここ

美
み

ちゃん（Ｈ 1 ７年１０月生まれ）

齋藤 昌幸・聖子 さん  宅（富士見）

〜「ごはん大好き♡いっぱい食べて大きくなあれ !!」〜

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

こ
ん
に
ち
は

菜
な

海
み

ちゃん（Ｈ 1 ６年３月生まれ）

藤澤 英之・伸江 さん  宅（岩下）

〜「幼稚園でいっぱい友達を作ってね」〜


